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「
人
財
の
育
成
・
採
用
」の
一
環
と
し
て
、

2
0
2
4
年
4
月
か
ら「
シ
ミ
ズ
・
デ
ジ

タ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」を
開
校
し
、
目
的

や
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ

に
分
け
て
デ
ジ
タ
ル
人
財
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。（
図
1
参
照
）　
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う

活
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、
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で
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ん

で
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く
必
要
が
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り
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す
。複
数
社
の
候

補
先
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
を
選
定
す
る

に
あ
た
り
、
D
X
人
財
育
成
の
実
績
が
あ

り
、
D
X
の
本
質
に
精
通
し
て
い
る
こ

と
。加
え
て
、
他
社
と
の
連
携
に
よ
り
幅

広
く
コ
ン
テ
ン
ツ
が
提
供
で
き
る
、
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
的
な
側
面
を
持
つ
こ

と
に
大
き
な
魅
力
を
感
じ
、
今
回
貴
社
を

パ
ー
ト
ナ
ー
に
選
定
い
た
し
ま
し
た
。結

果
、
大
変
良
か
っ
た
と
社
内
で
も
評
価
し

て
い
ま
す
。

︱
高
く
評
価
い
た
だ
き
︑大
変
光
栄
で

す
︒今
回
︑﹁
D
X
コ
ア
人
財
育
成
﹂の
教

育
体
系
づ
く
り
は
大
変
ご
苦
労
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
が
︑プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ポ

イ
ン
ト
や
丹
治
様
の
想
い
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
︒

教
育
に
は
答
え
が
な
く
、体
系
を
模
索

す
る
中
で
、当
社
の
教
育
も
世
の
中
の
標

準
に
合
わ
せ
る
べ
き
と
考
え
ま
し
た
。実

際
に
経
産
産
業
省
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル

水
準
を
ベ
ー
ス
に
当
社
の
人
財
ロ
ー
ル

に
落
と
し
込
ん
で
み
た
結
果
、「
D
X
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」「
Ｄ
Ｘ
テ
ク
ニ
カ
ル
プ

︱
ま
ず
は
貴
社
の
経
営
戦
略
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
人
財
の
育
成
の
意
義・位
置
づ
け

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

2
0
2
4
年
に
策
定
し
た
中
期
経
営
計

画＜

2
0
2
4
―
2
0
2
6＞

の
中
で

「
経
営
基
盤
の
強
化
」の
K
P
I
と
し
て
、

「
D
X
コ
ア
人
財
1
2
0
名
育
成
、
全
部

門
配
置
」
を
具
体
施
策
に
掲
げ
て
い
ま

す
。
並
行
し
て
、
中
期
D
X
戦
略＜

2
0
2
4
―
2
0
2
6＞

も
策
定
し
て
お

り
、
そ
の
中
で
は「
業
務
プ
ロ
セ
ス
改
革

の
実
行
」「
デ
ー
タ
を
活
か
し
き
る
経
営
」

と
い
う
２
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
目
標
達
成
に
向
け
た
重
要
な

施
策
と
し
て
、デ
ジ
タ
ル
人
財
育
成
を
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。

︱
今
回
︑当
社
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
運

営
協
力
し
て
い
る﹁
シ
ミ
ズ
・
デ
ジ
タ
ル
・

ア
カ
デ
ミ
ー
﹂は
デ
ジ
タ
ル
人
財
育
成
の

中
核
に
あ
た
り
ま
す
か
︒

中
期
D
X
戦
略＜
2
0
2
4
―
2
0

2
6＞

の
重
点
施
策
の
１
つ
で
あ
る

ラ
ン
ナ
ー
」「
Ｉ
Ｔ
テ
ク
ニ
カ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
」の
3
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。（
図
2
参
照
）

経営戦略として、
デジタルアカデミーを
創設し、デジタル人財を
育成する

お客さまインタビュー

清水建設株式会社
DX経営推進室 管理部長

丹治 弘典 氏

「シミズ・デジタル・アカデミー」デジタル教育の全体像図１

STEP１

STEP２

STEP３

■デジタルリテラシー人財（全従業員）
全従業員に必要なデジタルに関するマインド・
基礎スキルを習得する教育

■デジタル活用人財（2,000 名以上）
データ分析など業務でデジタルを活用する人財
向けの教育

■DXコア人財（120 名、全部門配置）
デジタルを活用して業務を変革する、新たなビジ
ネスを創出することを推進する人財向けの教育

インソースデジタルアカデミー
杉山最高顧問がインタビューしました。
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ロ
グ
ラ
ム
の
ポ

イ
ン
ト
や
丹
治
様
の
想
い
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
︒

教
育
に
は
答
え
が
な
く
、体
系
を
模
索

す
る
中
で
、当
社
の
教
育
も
世
の
中
の
標

準
に
合
わ
せ
る
べ
き
と
考
え
ま
し
た
。実

際
に
経
済
産
業
省
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル

水
準
を
ベ
ー
ス
に
当
社
の
人
財
ロ
ー
ル

に
落
と
し
込
ん
で
み
た
結
果
、「
D
X
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」「
Ｄ
Ｘ
テ
ク
ニ
カ
ル
プ

︱
ま
ず
は
貴
社
の
経
営
戦
略
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
人
財
の
育
成
の
意
義・位
置
づ
け

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

2
0
2
4
年
に
策
定
し
た
中
期
経
営
計

画＜

2
0
2
4
―
2
0
2
6＞

の
中
で

「
経
営
基
盤
の
強
化
」の
K
P
I
と
し
て
、

「
D
X
コ
ア
人
財
1
2
0
名
育
成
、
全
部

門
配
置
」
を
具
体
施
策
に
掲
げ
て
い
ま

す
。
並
行
し
て
、
中
期
D
X
戦
略＜

2
0
2
4
―
2
0
2
6＞

も
策
定
し
て
お

り
、
そ
の
中
で
は「
業
務
プ
ロ
セ
ス
改
革

の
実
行
」「
デ
ー
タ
を
活
か
し
き
る
経
営
」

と
い
う
２
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
目
標
達
成
に
向
け
た
重
要
な

施
策
と
し
て
、デ
ジ
タ
ル
人
財
育
成
を
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。

︱
今
回
︑当
社
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
運

営
協
力
し
て
い
る﹁
シ
ミ
ズ
・
デ
ジ
タ
ル
・

ア
カ
デ
ミ
ー
﹂は
デ
ジ
タ
ル
人
財
育
成
の

中
核
に
あ
た
り
ま
す
か
︒

中
期
D
X
戦
略＜

2
0
2
4
―
2
0

2
6＞

の
重
点
施
策
の
１
つ
で
あ
る

ラ
ン
ナ
ー
」「
Ｉ
Ｔ
テ
ク
ニ
カ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
」の
3
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。（
図
2
参
照
）

︱
実
際
に
１
年
間
取
り
組
ま
れ
た
成
果

に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
︒

３
カ
年
計
画
の
1
年
目
で
あ
る

2
0
2
4
年
度
は
第
１
期
生
と
し
て
、

21
部
門
か
ら
D
X
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

24
名
、
D
X
テ
ク
ニ
カ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

23
名
の
計
47
名
の
研
修
生
が
集
ま
り

ま
し
た
。ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
か
ら
も

各
人
の
成
長
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
研
修
の
最
後
に
は
チ
ー
ム
毎
の
成

果
発
表
会
を
実
施
し
、
優
秀
チ
ー
ム
は

当
社
社
長
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。実
際
に
研
修
を
受
け

た
生
の
声
を
届
け
、
社
長
か
ら
も
高
い

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

︱
参
加
さ
れ
た
方
や
こ
れ
か
ら
参
加
す

る
方
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
り
ま

す
ね
︒

は
い
、
研
修
修
了
後
は
１
期
生
を
対
象

に
、P
B
L（
Pro
ｊ
ｅｃ
ｔ 

B
a
s
e
d 

Learn
ing
）に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

学
ん
で
終
わ
り
で
は
な
い
こ
と
も
体
現

出
来
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

︱
研
修
を
通
じ
て
︑異
な
る
部
門
間
で
研

修
生
同
士
の
新
た
な
交
流
が
あ
っ
た
こ

と
も
︑全
体
最
適
の
観
点
で
︑事
業
を
横

串
で
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。ま
だ
ま
だ
業

務
の
標
準
化
が
十
分
に
出
来
て
い
な
い

と
い
う
課
題
が
あ
る
中
で
、業
務
プ
ロ
セ

ス
改
革
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、部
門
間

の
壁
を
な
く
し
、標
準
化
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
研
修
は
、部
門
間
の
交
流
を
活

発
化
さ
せ
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

︱
具
体
的
な
成
果
も
上
が
り﹁
シ
ミ
ズ
・

デ
ジ
タ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
﹂に
参
加
し
た

い
と
の
社
内
の
声
も
大
き
く
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
︒次
の
構
想
は
ど
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
︒

１
年
目
は
、本
社
部
門
を
中
心
に
参
加

者
を
募
り
ま
し
た
の
で
、２
年
目
か
ら
は

全
国
の
支
店
へ
と
裾
野
を
広
げ
、支
店
間

の
交
流
も
出
来
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま

す
。既
に
２
期
生
の
募
集
も
開
始
し
て
お

り
ま
す
が
、
反
応
も
良
く
、
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
経
営
陣
の
D
X
リ
テ
ラ
シ
ー
を

向
上
さ
せ
る「
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
ス
」

に
も
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

︱
日
本
を
代
表
す
る
ス
ー
パ
ー
ゼ
ネ
コ

ン
で
あ
る
貴
社
の
D
X
へ
の
取
り
組
み

は
︑業
界
全
体
に
好
影
響
を
も
た
ら
す
と

思
い
ま
す
が
︑い
か
が
で
し
ょ
う
か
︒

D
X
を
学
ん
だ
そ
の
先
に

共
創
で
業
界
を
牽
引
す
る

DXコア人財 ３つのタイプ図２

DX プロデューサー

人財タイプ 役割

DX テクニカル
プランナー

IT テクニカル
プランナー

お客様・社会課題を探究し、新たな
ソリューションを企画・実現する
全社・部門横断で業務プロセスを
改革する

・

・

AIや統計学、情報処理の知見を用
いてデータ分析をリードし、戦略
や組織課題への重要な提言を行う

・

業務システムの企画・改修をリー
ドし、業務の効率化・高度化を推
進する

・

02



DXプロデューサーコース

1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6-8日目

DX理解 DX推進 BPR データ利活用 ＡＩ・機械学習ビジネス
アナリティクス

9日目 10日目 11-12日目 13日目 14-16日目
ビジネス

デザイン①
ビジネス

デザイン②
プロジェクト
マネジメント

システム化企画
（要件定義）

企画立案と
成果発表

到達
目標

デジタル技術やデータを活用しながら、業務やビジネスを抜本的に変革し
生産性向上や顧客ニーズに応える新たな価値創出を実現する。

DX基礎知識・アイデアの想起

ビジネスデザイン（ワークショップ） システム化計画・要件定義 プロジェクトマネジメント アウトプット

市場・事業・業務分析 データサイエンス AI

DXテクニカルプランナーコース

1日目 2日目 3日目 4日目 5-8日目 9日目

到達
目標

AIや統計の知見を深め、戦略や組織課題に対してデータに基づいた提言ができる。
また、あるべき業務プロセスの実現に向けてデータ基盤やAIシステムを構想する。

ビジネスデザイン AI・データアナリティクス

企
業
の
垣
根
を
超
え
た
共
創
に
よ
っ

て
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
は
、当
社
の
2
0
3
0
年
に
向
け
た

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
目
指
す
、
「
ス

マ
ー
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
」

と
し
て
の
姿
で
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
を

具
現
化
し
た
の
が
、2
0
2
3
年
９
月
に

運
用
を
開
始
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠

点「
温
故
創
新
の
森 

N
O
V
A
R
E（
ノ

ヴ
ァ
ー
レ
）」
で
す
。
今
回
も
研
修
会
場

と
し
て
使
用
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
を
起

点
に
業
界
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

︱
そ
の
よ
う
な
価
値
あ
る
取
り
組
み
に
︑

今
回
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
︑

大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
︒当
社
は
今
後
も

経
営
目
標
実
現
に
役
立
つ
提
案
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
所
存
で
す
︒

㊧杉山 晋一 ㊨丹治 弘典氏

DXテクニカル
プランナー概論

データ収集と
定義

データ分析
概論

データ分析の
方法

AIの
ビジネス活用

データ前処理
・可視化

ITテクニカルプランナーコース

1日目 2日目 3-5日目 6-8日目 9日目 10日目

到達
目標

部門内の業務課題やDXプロジェクトにおいて、IT・デジタル技術の知識と
社内の業務理解をもとに、最適な技術的提言ができる状態になる。

■ デジタル・テクノロジー領域（受講者自身の興味や取り組みたい企画に応じて個人で選択）

■ 共通科目：DX概論・マネジメント・開発手法領域
DX・テクノロジー理解 システム化企画 プロジェクトマネジメント 社内環境理解 総合演習

DX基礎 プロダクト
開発体験

プロジェクト
マネジメント

社内インフラ環境
・セキュリティ

ラップアップ
ワークショップ

システム化企画
・要件定義

10日目 11日目 12-13日目 14日目 15-17日目
分析結果の

検証
可視化と
報告方法 生成AI活用BIツール 総合演習と

成果発表

AI・データアナリティクス アウトプット

クラウドコンピュー
ティング基礎

IT基本技術
（ネットワーク・データベース）

ベンダーごとの
サービス（AWS・Azure）

ITインフラ・システム
/ソフトウェア設計 WEBアプリ開発 UI/UXデザイン

クラウド活用 システム開発

DXプロデューサーコース

3日目 4日目 5日目 6-8日目

BPR データ利活用 ＡＩ・機械学習ビジネス
アナリティクス

11-12日目 13日目 14-16日目
プロジェクト
マネジメント

システム化企画
（要件定義）

企画立案と
成果発表

デジタル技術やデータを活用しながら、業務やビジネスを抜本的に変革し
生産性向上や顧客ニーズに応える新たな価値創出を実現する。

システム化計画・要件定義 プロジェクトマネジメント アウトプット

市場・事業・業務分析 データサイエンス AI

DXテクニカルプランナーコース

3日目 4日目 5-8日目 9日目

AIや統計の知見を深め、戦略や組織課題に対してデータに基づいた提言ができる。
また、あるべき業務プロセスの実現に向けてデータ基盤やAIシステムを構想する。

AI・データアナリティクス

企
業
の
垣
根
を
超
え
た
共
創
に
よ
っ

て
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
は
、当
社
の
2
0
3
0
年
に
向
け
た

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
目
指
す
、
「
ス

マ
ー
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
」

と
し
て
の
姿
で
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
を

具
現
化
し
た
の
が
、2
0
2
3
年
９
月
に

運
用
を
開
始
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠

点「
温
故
創
新
の
森 

N
O
V
A
R
E（
ノ

ヴ
ァ
ー
レ
）」
で
す
。
今
回
も
研
修
会
場

と
し
て
使
用
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
を
起

点
に
業
界
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

︱
そ
の
よ
う
な
価
値
あ
る
取
り
組
み
に
︑

今
回
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
︑

大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
︒当
社
は
今
後
も

経
営
目
標
実
現
に
役
立
つ
提
案
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
所
存
で
す
︒

データ収集と
定義

データ分析
概論

データ分析の
方法

AIの
ビジネス活用

データ前処理
・可視化

ITテクニカルプランナーコース

3-5日目 6-8日目 9日目 10日目

部門内の業務課題やDXプロジェクトにおいて、IT・デジタル技術の知識と
社内の業務理解をもとに、最適な技術的提言ができる状態になる。

■ デジタル・テクノロジー領域（受講者自身の興味や取り組みたい企画に応じて個人で選択）

■ 共通科目：DX概論・マネジメント・開発手法領域
システム化企画 プロジェクトマネジメント 社内環境理解 総合演習

プロジェクト
マネジメント

社内インフラ環境
・セキュリティ

ラップアップ
ワークショップ

システム化企画
・要件定義

12-13日目 14日目 15-17日目

生成AI活用BIツール 総合演習と
成果発表

AI・データアナリティクス アウトプット

IT基本技術
（ネットワーク・データベース）

ベンダーごとの
サービス（AWS・Azure）

ITインフラ・システム
/ソフトウェア設計 WEBアプリ開発 UI/UXデザイン

システム開発



従
業
員
が
ら
み
の
難
局
を
打
破
す
る
責
務

の
大
半
を
負
う
の
が
、
企
業
・
組
織
の
人

事
部
門
で
あ
り
、
一
昔
前
の
人
事
業
務
と

は
大
き
く
内
容
が
変
わ
り
、
難
易
度
が
高

く
煩
雑
・
繁
忙
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、こ
う
し
た
課
題
を
解
消
す
る

た
め
に
生
ま
れ
た
『
人
的
資
本
』
と
い
う

考
え
方
に
共
感
を
さ
れ
た
人
事
担
当
者

の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『
人
的
資
本
』の
考
え
方
に
お
い
て
は
、

こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
た
め
に
経
営
陣

が
意
思
決
定
し
た
経
営
方
針
を
、
各
組

織
・
各
役
職
・
各
職
種
に
お
け
る『
人
材

の
あ
る
べ
き
姿
』に
落
と
し
込
み
、
そ
の

『
あ
る
べ
き
姿
』を『
採
用
』『
評
価
・
配
置
』

皆
さ
ま
ご
存
じ
の
通
り
、
現
在
の
日
本

の
企
業
・
組
織
は
、長
年
、課
題
と
さ
れ
て

解
消
の
糸
口
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
『
労

働
人
口
の
現
象
』に
始
ま
り
、数
年
前
に
発

生
し
た
新
感
染
症
に
よ
る
雇
用
形
態
や
出

勤
形
態
な
ど
の
多
様
化
へ
の
対
応
、
他
国

よ
り
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
外
国
人
労
働
力

の
受
入
れ
、
そ
し
て『
ジ
ョ
ブ
型
』と
い
う

価
値
観
と
と
も
に
広
が
る
転
職
・
人
材
流

出
の
常
態
化
な
ど
、
従
業
員
に
ま
つ
わ
る

様
々
な
課
題
・
困
難
と
闘
い
な
が
ら
競
争

力
を
維
持
す
る
、
あ
る
い
は
高
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
非
常
に
厳
し
い
局

面
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
言
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
ら
の

難
局
に
立
た
さ
れ
た

日
本
企
業
の
人
事
戦
略

人
的
資
本
の
考
え
方
が
重
要

従
来
の
イ
ン
ソ
ー
ス
は﹃
教
育
﹄の

支
援
で
人
的
資
本
戦
略
を

強
力
に
サ
ポ
ー
ト

『
教
育
』
と
い
う
人
事
の
全
機
能
を
フ
ル

活
用
し
て
実
現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、こ
の『
採
用
』『
評
価
・
配
置
』

『
教
育
』の
全
て
の
活
動
は
、そ
の
組
織
の

経
営
方
針
か
ら
定
義
さ
れ
た『
人
材
の
あ

る
べ
き
姿
』に
基
づ
き
、
一
貫
性
を
も
つ

必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、多
く
の
自
治
体
・
官
公
庁
に

て
定
め
ら
れ
て
い
る
『
人
材
育
成
方
針
』

が
、ま
さ
に
こ
の『
一
貫
性
』を
体
現
し
た

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
ソ
ー
ス
は『
教
育
』を
支
援
す
る

こ
と
を
得
意
に
し
て
き
た
会
社
で
す
。

４
，７
０
０
種
以
上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
提
供
で
き
る
研
修
、そ
し
て
ア
ク
テ
ィ

ブ
ユ
ー
ザ
ー
数
４
５
０
万
人
を
超
え
る

Ｌ
Ｍ
Ｓ『
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ（
リ
ー
フ
）』（
※
１
）

や
各
種
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
は
ご
存
じ

の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

き
、
イ
ン
ソ
ー
ス
は
か
な
ら
ず
お
客
さ

ま
の
『
人
材
の
あ
る
べ
き
姿
』
の
基
づ

き
、
必
要
に
応
じ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を

す
る
こ
と
を
信
条
と
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
研
修
を
受
託
さ
れ
た
際
に

は
、
受
講
対
象
者
の
『
人
材
の
あ
る
べ

き
姿
』
に
合
わ
せ
て
研
修
内
容
の
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
を
実
施
し
ま
す
。そ
し
て
、

イ
ン
ソ
ー
ス
に
は
そ
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

を
す
る
社
員
が
１
２
０
人
以
上
も
い
る

の
で
す
。

従
業
員
が
ら
み
の
難
局
を
打
破
す
る
責
務

の
大
半
を
負
う
の
が
、
企
業
・
組
織
の
人

事
部
門
で
あ
り
、
一
昔
前
の
人
事
業
務
と

は
大
き
く
内
容
が
変
わ
り
、
難
易
度
が
高

く
煩
雑
・
繁
忙
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、こ
う
し
た
課
題
を
解
消
す
る

た
め
に
生
ま
れ
た
『
人
的
資
本
』
と
い
う

考
え
方
に
共
感
を
さ
れ
た
人
事
担
当
者

の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

『
人
的
資
本
』の
考
え
方
に
お
い
て
は
、

こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
た
め
に
経
営
陣

が
意
思
決
定
し
た
経
営
方
針
を
、
各
組

織
・
各
役
職
・
各
職
種
に
お
け
る『
人
材

の
あ
る
べ
き
姿
』に
落
と
し
込
み
、
そ
の

『
あ
る
べ
き
姿
』を『
採
用
』『
評
価
・
配
置
』

皆
さ
ま
ご
存
じ
の
通
り
、
現
在
の
日
本

の
企
業
・
組
織
は
、長
年
、課
題
と
さ
れ
て

解
消
の
糸
口
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
『
労

働
人
口
の
減
少
』に
始
ま
り
、数
年
前
に
発

生
し
た
新
感
染
症
に
よ
る
雇
用
形
態
や
出

勤
形
態
な
ど
の
多
様
化
へ
の
対
応
、
他
国

よ
り
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
外
国
人
労
働
力

の
受
入
れ
、
そ
し
て『
ジ
ョ
ブ
型
』と
い
う

価
値
観
と
と
も
に
広
が
る
転
職
・
人
材
流

出
の
常
態
化
な
ど
、
従
業
員
に
ま
つ
わ
る

様
々
な
課
題
・
困
難
と
闘
い
な
が
ら
競
争

力
を
維
持
す
る
、
あ
る
い
は
高
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
非
常
に
厳
し
い
局

面
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
言
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
ら
の

難
局
に
立
た
さ
れ
た

日
本
企
業
の
人
事
戦
略

人
的
資
本
の
考
え
方
が
重
要

従
来
の
イ
ン
ソ
ー
ス
は﹃
教
育
﹄の

支
援
で
人
的
資
本
戦
略
を

強
力
に
サ
ポ
ー
ト

株式会社インソース執行役員 IT サービス事業
部 部長。大阪大学理学部卒。食品企業の営業・
マーケティングやコールセンター役員、イン
キュベーターとして海外事業の立ち上げ等を経
験。2013 年 9 月インソース入社。人事サポート
システム「Leaf（リーフ）」の事業責任者として、
初期開発からストレスチェック機能、評価シー
ト Web 化等の新機能や関連サービスの構築に
広く携わる。2016 年 8 月から執行役員に就任。

田中 俊

『
教
育
』
と
い
う
人
事
の
全
機
能
を
フ
ル

活
用
し
て
実
現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、こ
の『
採
用
』『
評
価
・
配
置
』

『
教
育
』の
全
て
の
活
動
は
、そ
の
組
織
の

経
営
方
針
か
ら
定
義
さ
れ
た『
人
材
の
あ

る
べ
き
姿
』に
基
づ
き
、
一
貫
性
を
も
つ

必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、多
く
の
自
治
体
・
官
公
庁
に

て
定
め
ら
れ
て
い
る
『
人
材
育
成
方
針
』

が
、ま
さ
に
こ
の『
一
貫
性
』を
体
現
し
た

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
ソ
ー
ス
は『
教
育
』を
支
援
す
る

こ
と
を
得
意
に
し
て
き
た
会
社
で
す
。

４
，７
０
０
種
以
上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
提
供
で
き
る
研
修
、そ
し
て
ア
ク
テ
ィ

ブ
ユ
ー
ザ
ー
数
４
５
０
万
人
を
超
え
る

Ｌ
Ｍ
Ｓ『
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ（
リ
ー
フ
）』（
※
１
）

や
各
種
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
は
ご
存
じ

の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

き
、
イ
ン
ソ
ー
ス
は
か
な
ら
ず
お
客
さ

ま
の
『
人
材
の
あ
る
べ
き
姿
』
の
基
づ

き
、
必
要
に
応
じ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を

す
る
こ
と
を
信
条
と
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
研
修
を
受
託
さ
れ
た
際
に

は
、
受
講
対
象
者
の
『
人
材
の
あ
る
べ

き
姿
』
に
合
わ
せ
て
研
修
内
容
の
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
を
実
施
し
ま
す
。そ
し
て
、

イ
ン
ソ
ー
ス
に
は
そ
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

を
す
る
社
員
が
１
２
０
人
以
上
も
い
る

の
で
す
。

イ
ン
ソ
ー
ス﹃
人
事
支
援 

ま
る
ご
と
プ
ラ
ン
﹄で

人
材
に
関
す
る
悩
み
を
ま
る
ご
と
解
決



サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

『
人
事
支
援　

ま
る
ご
と
プ
ラ
ン
』に

お
い
て
は
、
イ
ン
ソ
ー
ス
が
得
意
と
す

る
研
修
実
施
や
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
の

提
供
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー

ザ
ー
４
５
０
万
人
以
上
を
誇
る
Ｌ
Ｍ
Ｓ

『
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ（
リ
ー
フ
）』（
※
１
）や
、
い

ま
使
っ
て
い
る
評
価
シ
ー
ト
を
そ
の
ま

ま
シ
ス
テ
ム
化
で
き
る
『
評
価
シ
ー
ト

Ｗ
ｅ
ｂ
化
サ
ー
ビ
ス
』も
選
択
可
能
で
す
。

ま
た
『
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ（
リ
ー
フ
）』
に
続

き
新
し
く
リ
リ
ー
ス
し
た
53
の
機
能
を

有
す
る『
か
ん
た
ん
タ
レ
マ
ネ
シ
ス
テ
ム

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ｉｎ
ｓｏｕ
ｒｃｅ
人
事
管
理
』で
、

従
業
員
情
報
管
理
に
加
え
て
人
事
部
内

の
業
務
効
率
化
が
実
現
可
能
で
す
。

あ
る
い
は
、
前
述
し
た
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
集
団
『
イ
ン
ソ
ー
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
』
が
教
育
体
系
の
構
築
支
援

に
加
え
て
、
評
価
制
度
構
築
支
援
ま
で

実
施
し
ま
す
。イ
ン
ソ
ー
ス
に
評
価
制

度
の
構
築
と
人
事
評
価
の
シ
ス
テ
ム
化

さ
ら
に
大
事
な
こ
と
と
し
て
、
同
じ

お
客
さ
ま
か
ら
複
数
回
の
研
修
実
施
の

機
会
を
い
た
だ
い
た
場
合
、
必
ず
全
て

の
研
修
実
施
機
会
に
お
い
て
『
人
材
の

あ
る
べ
き
姿
』
の
一
貫
性
を
実
現
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。さ
ら
に
は
、
ベ
テ

ラ
ン
チ
ー
ム
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

チ
ー
ム
『
イ
ン
ソ
ー
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
』
を
立
ち
上
げ
、
研
修
や
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
駆
使
し
て
お
客
さ
ま
の
人
的

資
本
戦
略
あ
る
い
は
『
人
材
の
あ
る
べ

き
姿
』
に
沿
っ
た
教
育
体
系
構
築
の
支

援
ま
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

前
述
の
通
り
、
人
事
は
『
採
用
』『
評

価
・
配
置
』『
教
育
』
で
一
貫
し
た
『
人

材
の
あ
る
べ
き
姿
』
を
方
針
に
掲
げ
て

実
現
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
イ
ン
ソ
ー
ス
は
こ
れ
ら
の
３

つ
の
活
動
を
一
貫
し
て
支
援
し
て
い
く

こ
と
で
、
真
に
お
客
さ
ま
の
人
的
資
本

経
営
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
確
信
し

て
、『
人
事
支
援　

ま
る
ご
と
プ
ラ
ン
』

こ
れ
か
ら
の
イ
ン
ソ
ー
ス
は

全
て
の
人
事
業
務
で

人
的
資
本
戦
略
を
サ
ポ
ー
ト

教
育
に
関
わ
る
様
々
な

イ
ン
ソ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
可
能

を
同
時
に
依
頼
で
き
る
わ
け
で
す
。

そ
し
て
、
２
０
２
５
年
５
月
に
リ

リ
ー
ス
し
た
新
サ
ー
ビ
ス
『
イ
ン
タ
ー

ン
バ
ス
』
で
、
新
卒
採
用
の
母
集
団
形

成
に
お
い
て
最
も
重
要
と
も
い
わ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ン
生
の
募
集
を
支
援
し
、
中

途
採
用
に
お
い
て
は
イ
ン
ソ
ー
ス
グ

ル
ー
プ
に
お
け
る
人
材
紹
介
会
社
『
ら

し
く
』
が
、
お
客
さ
ま
と
対
話
を
し
て

『
お
客
さ
ま
が
求
め
る
べ
き
人
材
像
』

を
言
語
化
し
て
『
量
よ
り
質
』
の
候
補

者
紹
介
を
実
現
し
ま
す
。

さ
ら
に
は
お
客
さ
ま
の
採
用
力
強

化
、
あ
る
い
は
採
用
目
線
統
一
を
実
現

す
べ
く
、
お
客
さ
ま
の
人
的
資
本
経
営

の
方
針
『
人
材
の
あ
る
べ
き
姿
』
を
研

修
テ
キ
ス
ト
に
盛
り
込
ん
だ
一
貫
性
を

持
っ
た
『
評
価
者
研
修
』『
被
評
価
者
研

修
』『
採
用
担
当
者
研
修
』『
採
用
面
接

実
践
研
修
』
を
シ
リ
ー
ズ
で
提
供
し
ま

す
。当

社
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
営
業
が
次

の
イ
ン
ソ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
を
お
客
さ
ま

の
希
望
と
予
算
に
組
み
合
わ
せ
て
ご
提

案
し
ま
す
。（
※
２
）

①
採
用
業
務
支
援

・
イ
ン
タ
ー
ン
生
集
客
サ
ー
ビ
ス『
イ

ン
タ
ー
ン
バ
ス
』

・
量
よ
り
質
の
人
材
紹
介『
ら
し
く
』

・
人
的
資
本
戦
略
に
あ
わ
せ
ま
す『
採

用
担
当
者
研
修
』『
採
用
面
接
実
践

研
修
』（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
も
可
）

②
人
事
評
価
・
人
材
配
置
業
務
支
援

・
イ
ン
ソ
ー
ス
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

だ
か
ら
で
き
る
『
評
価
制
度
構
築

支
援
サ
ー
ビ
ス
』

・
今
の
評
価
シ
ー
ト
を
そ
の
ま
ま
シ

ス
テ
ム
化
『
人
事
評
価
Ｗ
ｅ
ｂ
化

サ
ー
ビ
ス
』

・
イ
ン
ソ
ー
ス
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
研

修
『
評
価
者
研
修
』『
被
評
価
者
研

修
』

・
53
の
機
能
が
使
い
や
す
い

『
か
ん
た
ん
タ
レ
マ
ネ
シ
ス
テ
ム

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ｉｎ
ｓ
ｏ
ｕ
ｒｃ
ｅ
人
事
管
理
』

③
人
材
教
育
業
務
支
援

・
４
，
７
０
０
種
の
研
修
を
も
と
に

お
客
さ
ま
向
け
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

可
能
な『
講
師
派
遣
研
修
』

・
イ
ン
ソ
ー
ス
が
提
供
す
る
４
０
０

の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
受
け
放
題

『
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
』

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー
ザ
ー
４
５
０
万

人
以
上
を
誇
る
Ｌ
Ｍ
Ｓ

『
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ（
リ
ー
フ
）』

・
経
験
豊
富
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

支
援
す
る『
教
育
体
系
構
築
』

イ
ン
ソ
ー
ス
は
こ
れ
か
ら
も
、
お
客

さ
ま
の
経
営
課
題
を
解
決
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
創
り
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
※
１
）Ｌ
Ｍ
Ｓ
と
は
『
Ｌｅａｒｎ
ｉｎｇ   

Ｍａｎａｇ
ｅｍｅｎｔ  

Ｓｙ
ｓｔ

ｅｍ
』の
略
で
す
。

（
※
２
）
費
用
は
選
ん
だ
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と
量
に
よ
っ
て
変
動
し
ま

す
の
で
、当
社
営
業
ま
で
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

﹃
人
事
支
援　
ま
る
ご
と
プ
ラ
ン
﹄

内
容

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

『
人
事
支
援　

ま
る
ご
と
プ
ラ
ン
』に

お
い
て
は
、
イ
ン
ソ
ー
ス
が
得
意
と
す

る
研
修
実
施
や
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
の

提
供
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー

ザ
ー
４
５
０
万
人
以
上
を
誇
る
Ｌ
Ｍ
Ｓ

『
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ（
リ
ー
フ
）』（
※
１
）や
、
い

ま
使
っ
て
い
る
評
価
シ
ー
ト
を
そ
の
ま

ま
シ
ス
テ
ム
化
で
き
る
『
評
価
シ
ー
ト

Ｗ
ｅ
ｂ
化
サ
ー
ビ
ス
』も
選
択
可
能
で
す
。

ま
た
『
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ（
リ
ー
フ
）』
に
続

き
新
し
く
リ
リ
ー
ス
し
た
53
の
機
能
を

有
す
る『
か
ん
た
ん
タ
レ
マ
ネ
シ
ス
テ
ム

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ｉｎ
ｓｏｕ
ｒｃｅ
人
事
管
理
』で
、

従
業
員
情
報
管
理
に
加
え
て
人
事
部
内

の
業
務
効
率
化
が
実
現
可
能
で
す
。

あ
る
い
は
、
前
述
し
た
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
集
団
『
イ
ン
ソ
ー
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
』
が
教
育
体
系
の
構
築
支
援

に
加
え
て
、
評
価
制
度
構
築
支
援
ま
で

実
施
し
ま
す
。イ
ン
ソ
ー
ス
に
評
価
制

度
の
構
築
と
人
事
評
価
の
シ
ス
テ
ム
化

さ
ら
に
大
事
な
こ
と
と
し
て
、
同
じ

お
客
さ
ま
か
ら
複
数
回
の
研
修
実
施
の

機
会
を
い
た
だ
い
た
場
合
、
必
ず
全
て

の
研
修
実
施
機
会
に
お
い
て
『
人
材
の

あ
る
べ
き
姿
』
の
一
貫
性
を
実
現
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。さ
ら
に
は
、
ベ
テ

ラ
ン
チ
ー
ム
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

チ
ー
ム
『
イ
ン
ソ
ー
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
』
を
立
ち
上
げ
、
研
修
や
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
駆
使
し
て
お
客
さ
ま
の
人
的

資
本
戦
略
あ
る
い
は
『
人
材
の
あ
る
べ

き
姿
』
に
沿
っ
た
教
育
体
系
構
築
の
支

援
ま
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

前
述
の
通
り
、
人
事
は
『
採
用
』『
評

価
・
配
置
』『
教
育
』
で
一
貫
し
た
『
人

材
の
あ
る
べ
き
姿
』
を
方
針
に
掲
げ
て

実
現
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
イ
ン
ソ
ー
ス
は
こ
れ
ら
の
３

つ
の
活
動
を
一
貫
し
て
支
援
し
て
い
く

こ
と
で
、
真
に
お
客
さ
ま
の
人
的
資
本

経
営
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
確
信
し

て
、『
人
事
支
援　

ま
る
ご
と
プ
ラ
ン
』

こ
れ
か
ら
の
イ
ン
ソ
ー
ス
は

全
て
の
人
事
業
務
で

人
的
資
本
戦
略
を
サ
ポ
ー
ト

教
育
に
関
わ
る
様
々
な

イ
ン
ソ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
可
能

を
同
時
に
依
頼
で
き
る
わ
け
で
す
。

そ
し
て
、
２
０
２
５
年
５
月
に
リ

リ
ー
ス
し
た
新
サ
ー
ビ
ス
『
イ
ン
タ
ー

ン
バ
ス
』
で
、
新
卒
採
用
の
母
集
団
形

成
に
お
い
て
最
も
重
要
と
も
い
わ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ン
生
の
募
集
を
支
援
し
、
中

途
採
用
に
お
い
て
は
イ
ン
ソ
ー
ス
グ

ル
ー
プ
に
お
け
る
人
材
紹
介
会
社
『
ら

し
く
』
が
、
お
客
さ
ま
と
対
話
を
し
て

『
お
客
さ
ま
が
求
め
る
べ
き
人
材
像
』

を
言
語
化
し
て
『
量
よ
り
質
』
の
候
補

者
紹
介
を
実
現
し
ま
す
。

さ
ら
に
は
お
客
さ
ま
の
採
用
力
強

化
、
あ
る
い
は
採
用
目
線
統
一
を
実
現

す
べ
く
、
お
客
さ
ま
の
人
的
資
本
経
営

の
方
針
『
人
材
の
あ
る
べ
き
姿
』
を
研

修
テ
キ
ス
ト
に
盛
り
込
ん
だ
一
貫
性
を

持
っ
た
『
評
価
者
研
修
』『
被
評
価
者
研

修
』『
採
用
担
当
者
研
修
』『
採
用
面
接

実
践
研
修
』
を
シ
リ
ー
ズ
で
提
供
し
ま

す
。当

社
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
営
業
が
次

の
イ
ン
ソ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
を
お
客
さ
ま

の
希
望
と
予
算
に
組
み
合
わ
せ
て
ご
提

案
し
ま
す
。（
※
２
）

①
採
用
業
務
支
援

・
イ
ン
タ
ー
ン
生
集
客
サ
ー
ビ
ス『
イ

ン
タ
ー
ン
バ
ス
』

・
量
よ
り
質
の
人
材
紹
介『
ら
し
く
』

・
人
的
資
本
戦
略
に
あ
わ
せ
ま
す『
採

用
担
当
者
研
修
』『
採
用
面
接
実
践

研
修
』（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
も
可
）

②
人
事
評
価
・
人
材
配
置
業
務
支
援

・
イ
ン
ソ
ー
ス
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

だ
か
ら
で
き
る
『
評
価
制
度
構
築

支
援
サ
ー
ビ
ス
』

・
今
の
評
価
シ
ー
ト
を
そ
の
ま
ま
シ

ス
テ
ム
化
『
人
事
評
価
Ｗ
ｅ
ｂ
化

サ
ー
ビ
ス
』

・
イ
ン
ソ
ー
ス
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
研

修
『
評
価
者
研
修
』『
被
評
価
者
研

修
』

・
53
の
機
能
が
使
い
や
す
い

『
か
ん
た
ん
タ
レ
マ
ネ
シ
ス
テ
ム

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ｉｎ
ｓ
ｏ
ｕ
ｒｃ
ｅ
人
事
管
理
』

③
人
材
教
育
業
務
支
援

・
４
，
７
０
０
種
の
研
修
を
も
と
に

お
客
さ
ま
向
け
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

可
能
な『
講
師
派
遣
研
修
』

・
イ
ン
ソ
ー
ス
が
提
供
す
る
４
０
０

の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
受
け
放
題

『
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
』

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー
ザ
ー
４
５
０
万

人
以
上
を
誇
る
Ｌ
Ｍ
Ｓ

『
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ（
リ
ー
フ
）』

・
経
験
豊
富
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

支
援
す
る『
教
育
体
系
構
築
』

イ
ン
ソ
ー
ス
は
こ
れ
か
ら
も
、
お
客

さ
ま
の
経
営
課
題
を
解
決
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
創
り
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
※
１
）Ｌ
Ｍ
Ｓ
と
は
『
Ｌｅａｒｎ
ｉｎｇ   

Ｍａｎａｇ
ｅｍｅｎｔ  

Ｓｙ
ｓｔ

ｅｍ
』の
略
で
す
。

（
※
２
）
費
用
は
選
ん
だ
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と
量
に
よ
っ
て
変
動
し
ま

す
の
で
、当
社
営
業
ま
で
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。



サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

『
人
事
支
援　

ま
る
ご
と
プ
ラ
ン
』に

お
い
て
は
、
イ
ン
ソ
ー
ス
が
得
意
と
す

る
研
修
実
施
や
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
の

提
供
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー

ザ
ー
４
５
０
万
人
以
上
を
誇
る
Ｌ
Ｍ
Ｓ

『
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ（
リ
ー
フ
）』（
※
１
）や
、
い

ま
使
っ
て
い
る
評
価
シ
ー
ト
を
そ
の
ま

ま
シ
ス
テ
ム
化
で
き
る
『
評
価
シ
ー
ト

Ｗ
ｅ
ｂ
化
サ
ー
ビ
ス
』も
選
択
可
能
で
す
。

ま
た
『
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ（
リ
ー
フ
）』
に
続

き
新
し
く
リ
リ
ー
ス
し
た
53
の
機
能
を

有
す
る『
か
ん
た
ん
タ
レ
マ
ネ
シ
ス
テ
ム

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ｉｎ
ｓｏｕ
ｒｃｅ
人
事
管
理
』で
、

従
業
員
情
報
管
理
に
加
え
て
人
事
部
内

の
業
務
効
率
化
が
実
現
可
能
で
す
。

あ
る
い
は
、
前
述
し
た
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
集
団
『
イ
ン
ソ
ー
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
』
が
教
育
体
系
の
構
築
支
援

に
加
え
て
、
評
価
制
度
構
築
支
援
ま
で

実
施
し
ま
す
。イ
ン
ソ
ー
ス
に
評
価
制

度
の
構
築
と
人
事
評
価
の
シ
ス
テ
ム
化

さ
ら
に
大
事
な
こ
と
と
し
て
、
同
じ

お
客
さ
ま
か
ら
複
数
回
の
研
修
実
施
の

機
会
を
い
た
だ
い
た
場
合
、
必
ず
全
て

の
研
修
実
施
機
会
に
お
い
て
『
人
材
の

あ
る
べ
き
姿
』
の
一
貫
性
を
実
現
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。さ
ら
に
は
、
ベ
テ

ラ
ン
チ
ー
ム
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

チ
ー
ム
『
イ
ン
ソ
ー
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
』
を
立
ち
上
げ
、
研
修
や
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
駆
使
し
て
お
客
さ
ま
の
人
的

資
本
戦
略
あ
る
い
は
『
人
材
の
あ
る
べ

き
姿
』
に
沿
っ
た
教
育
体
系
構
築
の
支

援
ま
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

前
述
の
通
り
、
人
事
は
『
採
用
』『
評

価
・
配
置
』『
教
育
』
で
一
貫
し
た
『
人

材
の
あ
る
べ
き
姿
』
を
方
針
に
掲
げ
て

実
現
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
イ
ン
ソ
ー
ス
は
こ
れ
ら
の
３

つ
の
活
動
を
一
貫
し
て
支
援
し
て
い
く

こ
と
で
、
真
に
お
客
さ
ま
の
人
的
資
本

経
営
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
確
信
し

て
、『
人
事
支
援　

ま
る
ご
と
プ
ラ
ン
』

を
同
時
に
依
頼
で
き
る
わ
け
で
す
。

そ
し
て
、
２
０
２
５
年
５
月
に
リ

リ
ー
ス
し
た
新
サ
ー
ビ
ス
『
イ
ン
タ
ー

ン
バ
ス
』
で
、
新
卒
採
用
の
母
集
団
形

成
に
お
い
て
最
も
重
要
と
も
い
わ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ン
生
の
募
集
を
支
援
し
、
中

途
採
用
に
お
い
て
は
イ
ン
ソ
ー
ス
グ

ル
ー
プ
に
お
け
る
人
材
紹
介
会
社
『
ら

し
く
』
が
、
お
客
さ
ま
と
対
話
を
し
て

『
お
客
さ
ま
が
求
め
る
べ
き
人
材
像
』

を
言
語
化
し
て
『
量
よ
り
質
』
の
候
補

者
紹
介
を
実
現
し
ま
す
。

さ
ら
に
は
お
客
さ
ま
の
採
用
力
強

化
、
あ
る
い
は
採
用
目
線
統
一
を
実
現

す
べ
く
、
お
客
さ
ま
の
人
的
資
本
経
営

の
方
針
『
人
材
の
あ
る
べ
き
姿
』
を
研

修
テ
キ
ス
ト
に
盛
り
込
ん
だ
一
貫
性
を

持
っ
た
『
評
価
者
研
修
』『
被
評
価
者
研

修
』『
採
用
担
当
者
研
修
』『
採
用
面
接

実
践
研
修
』
を
シ
リ
ー
ズ
で
提
供
し
ま

す
。当

社
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
営
業
が
次

の
イ
ン
ソ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
を
お
客
さ
ま

人事支援　まるごとプラン全体像図

の
希
望
と
予
算
に
組
み
合
わ
せ
て
ご
提

案
し
ま
す
。（
※
２
）

①
採
用
業
務
支
援

・
イ
ン
タ
ー
ン
生
集
客
サ
ー
ビ
ス『
イ

ン
タ
ー
ン
バ
ス
』

・
量
よ
り
質
の
人
材
紹
介『
ら
し
く
』

・
人
的
資
本
戦
略
に
あ
わ
せ
ま
す『
採

用
担
当
者
研
修
』『
採
用
面
接
実
践

研
修
』（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
も
可
）

②
人
事
評
価
・
人
材
配
置
業
務
支
援

・
イ
ン
ソ
ー
ス
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

だ
か
ら
で
き
る
『
評
価
制
度
構
築

支
援
サ
ー
ビ
ス
』

・
今
の
評
価
シ
ー
ト
を
そ
の
ま
ま
シ

ス
テ
ム
化
『
人
事
評
価
Ｗ
ｅ
ｂ
化

サ
ー
ビ
ス
』

・
イ
ン
ソ
ー
ス
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
研

修
『
評
価
者
研
修
』『
被
評
価
者
研

修
』

・
53
の
機
能
が
使
い
や
す
い

『
か
ん
た
ん
タ
レ
マ
ネ
シ
ス
テ
ム

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ｉｎ
ｓ
ｏ
ｕ
ｒｃ
ｅ
人
事
管
理
』

③
人
材
教
育
業
務
支
援

・
４
，
７
０
０
種
の
研
修
を
も
と
に

お
客
さ
ま
向
け
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

可
能
な『
講
師
派
遣
研
修
』

・
イ
ン
ソ
ー
ス
が
提
供
す
る
４
０
０

の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
受
け
放
題

『
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
』

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー
ザ
ー
４
５
０
万

人
以
上
を
誇
る
Ｌ
Ｍ
Ｓ

『
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ（
リ
ー
フ
）』

・
経
験
豊
富
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

支
援
す
る『
教
育
体
系
構
築
』

イ
ン
ソ
ー
ス
は
こ
れ
か
ら
も
、
お
客

さ
ま
の
経
営
課
題
を
解
決
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
創
り
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
※
１
）Ｌ
Ｍ
Ｓ
と
は
『
Ｌｅａｒｎ
ｉｎｇ   
Ｍａｎａｇ
ｅｍｅｎｔ  

Ｓｙ
ｓｔ

ｅｍ
』の
略
で
す
。

（
※
２
）
費
用
は
選
ん
だ
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と
量
に
よ
っ
て
変
動
し
ま

す
の
で
、当
社
営
業
ま
で
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

コンテンツ提供

採用業務支援

①インターン生集客サービス
　『インターンバス』

インターン生を募集するために綿密
な取材を行い、紙面＆Webでハイブ
リッド展開。

②量より質の人材紹介
　『らしく』

主体性をもって行って頂く業務や事
業成長に必要と思える方のみをご
紹介するので定着率高いことが強
みです。

③人的資本戦略に寄り添った
　『採用担当者/採用面接実践研修』

求職者が企業を見るときの『4つの視
点』を理解して、求職者と接すること
ができるようになるトレーニングです。

人事評価・人材配置業務支援

①インソースのコンサル集団による
　『評価制度構築支援サービス』

制度設計に限らず、付随する人材育成・体
制や仕組みづくりに関するお悩みについ
ても、あらゆる視点で考え、ご提案します。

②今の評価シートのそのまま再現
　『評価シートWeb化サービス』

評価シートの見た目と運用方法は維持
したままシステム化を実現することで運
用改善を成功に導きます。

③インソースのロングセラー
　『評価者研修』『被評価者研修』

上司と部下が互いに敬意とモチベーショ
ンを保ちながら成長する秘訣が詰まって
います。

④53の機能が使いやすい
　『かんたんタレマネWEBinsource人事管理』

従業員管理だけではなく、人事部門の業
務の効率化も実現できます。

管理用プラットフォーム

LeafはLMSとして研修やeラーニングの実施支援ができるだけではなく、お客さまとのプロジェクト管理やア
セスメントの実施、あるいは評価シートの運用まで可能な多機能人事支援システムです（機能数は171種！）。
また、このLeafのコミュニケーションボードなどを利用して、お客さま内におけるプロジェクト運用にも活用い
ただけます。※２

履歴蓄積やシステム上でのコンテンツの提供

※1 2025年5月末時点
※2 Leafを活用した事務局代行サービスもございます

アクティブユーザー450万人以上※1を誇る日本最大規模のLMS『Leaf（リーフ）』の提供

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
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人
事
支
援　

ま
る
ご
と
プ
ラ
ン
』に

お
い
て
は
、
イ
ン
ソ
ー
ス
が
得
意
と
す

る
研
修
実
施
や
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
の

提
供
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー

ザ
ー
４
５
０
万
人
以
上
を
誇
る
Ｌ
Ｍ
Ｓ

『
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ（
リ
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フ
）』（
※
１
）や
、
い

ま
使
っ
て
い
る
評
価
シ
ー
ト
を
そ
の
ま

ま
シ
ス
テ
ム
化
で
き
る
『
評
価
シ
ー
ト

Ｗ
ｅ
ｂ
化
サ
ー
ビ
ス
』も
選
択
可
能
で
す
。

ま
た
『
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ（
リ
ー
フ
）』
に
続

き
新
し
く
リ
リ
ー
ス
し
た
53
の
機
能
を

有
す
る『
か
ん
た
ん
タ
レ
マ
ネ
シ
ス
テ
ム

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ｉｎ
ｓｏｕ
ｒｃｅ
人
事
管
理
』で
、

従
業
員
情
報
管
理
に
加
え
て
人
事
部
内

の
業
務
効
率
化
が
実
現
可
能
で
す
。

あ
る
い
は
、
前
述
し
た
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
集
団
『
イ
ン
ソ
ー
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
』
が
教
育
体
系
の
構
築
支
援

に
加
え
て
、
評
価
制
度
構
築
支
援
ま
で

実
施
し
ま
す
。イ
ン
ソ
ー
ス
に
評
価
制

度
の
構
築
と
人
事
評
価
の
シ
ス
テ
ム
化

さ
ら
に
大
事
な
こ
と
と
し
て
、
同
じ

お
客
さ
ま
か
ら
複
数
回
の
研
修
実
施
の

機
会
を
い
た
だ
い
た
場
合
、
必
ず
全
て

の
研
修
実
施
機
会
に
お
い
て
『
人
材
の

あ
る
べ
き
姿
』
の
一
貫
性
を
実
現
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。さ
ら
に
は
、
ベ
テ

ラ
ン
チ
ー
ム
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

チ
ー
ム
『
イ
ン
ソ
ー
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
』
を
立
ち
上
げ
、
研
修
や
ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
駆
使
し
て
お
客
さ
ま
の
人
的

資
本
戦
略
あ
る
い
は
『
人
材
の
あ
る
べ

き
姿
』
に
沿
っ
た
教
育
体
系
構
築
の
支

援
ま
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

前
述
の
通
り
、
人
事
は
『
採
用
』『
評

価
・
配
置
』『
教
育
』
で
一
貫
し
た
『
人

材
の
あ
る
べ
き
姿
』
を
方
針
に
掲
げ
て

実
現
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
イ
ン
ソ
ー
ス
は
こ
れ
ら
の
３

つ
の
活
動
を
一
貫
し
て
支
援
し
て
い
く

こ
と
で
、
真
に
お
客
さ
ま
の
人
的
資
本

経
営
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
確
信
し

て
、『
人
事
支
援　

ま
る
ご
と
プ
ラ
ン
』

を
同
時
に
依
頼
で
き
る
わ
け
で
す
。

そ
し
て
、
２
０
２
５
年
５
月
に
リ

リ
ー
ス
し
た
新
サ
ー
ビ
ス
『
イ
ン
タ
ー

ン
バ
ス
』
で
、
新
卒
採
用
の
母
集
団
形

成
に
お
い
て
最
も
重
要
と
も
い
わ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ン
生
の
募
集
を
支
援
し
、
中

途
採
用
に
お
い
て
は
イ
ン
ソ
ー
ス
グ

ル
ー
プ
に
お
け
る
人
材
紹
介
会
社
『
ら

し
く
』
が
、
お
客
さ
ま
と
対
話
を
し
て

『
お
客
さ
ま
が
求
め
る
べ
き
人
材
像
』

を
言
語
化
し
て
『
量
よ
り
質
』
の
候
補

者
紹
介
を
実
現
し
ま
す
。

さ
ら
に
は
お
客
さ
ま
の
採
用
力
強

化
、
あ
る
い
は
採
用
目
線
統
一
を
実
現

す
べ
く
、
お
客
さ
ま
の
人
的
資
本
経
営

の
方
針
『
人
材
の
あ
る
べ
き
姿
』
を
研

修
テ
キ
ス
ト
に
盛
り
込
ん
だ
一
貫
性
を

持
っ
た
『
評
価
者
研
修
』『
被
評
価
者
研

修
』『
採
用
担
当
者
研
修
』『
採
用
面
接

実
践
研
修
』
を
シ
リ
ー
ズ
で
提
供
し
ま

す
。当

社
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
営
業
が
次

の
イ
ン
ソ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
を
お
客
さ
ま

人事支援　まるごとプラン全体像図

の
希
望
と
予
算
に
組
み
合
わ
せ
て
ご
提

案
し
ま
す
。（
※
２
）

①
採
用
業
務
支
援

・
イ
ン
タ
ー
ン
生
集
客
サ
ー
ビ
ス『
イ

ン
タ
ー
ン
バ
ス
』

・
量
よ
り
質
の
人
材
紹
介『
ら
し
く
』

・
人
的
資
本
戦
略
に
あ
わ
せ
ま
す『
採

用
担
当
者
研
修
』『
採
用
面
接
実
践

研
修
』（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
も
可
）

②
人
事
評
価
・
人
材
配
置
業
務
支
援

・
イ
ン
ソ
ー
ス
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

だ
か
ら
で
き
る
『
評
価
制
度
構
築

支
援
サ
ー
ビ
ス
』

・
今
の
評
価
シ
ー
ト
を
そ
の
ま
ま
シ

ス
テ
ム
化
『
人
事
評
価
Ｗ
ｅ
ｂ
化

サ
ー
ビ
ス
』

・
イ
ン
ソ
ー
ス
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
研

修
『
評
価
者
研
修
』『
被
評
価
者
研

修
』

・
53
の
機
能
が
使
い
や
す
い

『
か
ん
た
ん
タ
レ
マ
ネ
シ
ス
テ
ム

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ｉｎ
ｓ
ｏ
ｕ
ｒｃ
ｅ
人
事
管
理
』

③
人
材
教
育
業
務
支
援

・
４
，
７
０
０
種
の
研
修
を
も
と
に

お
客
さ
ま
向
け
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

可
能
な『
講
師
派
遣
研
修
』

・
イ
ン
ソ
ー
ス
が
提
供
す
る
４
０
０

の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
受
け
放
題

『
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
』

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー
ザ
ー
４
５
０
万

人
以
上
を
誇
る
Ｌ
Ｍ
Ｓ

『
Ｌ
ｅ
ａ
ｆ（
リ
ー
フ
）』

・
経
験
豊
富
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

支
援
す
る『
教
育
体
系
構
築
』

イ
ン
ソ
ー
ス
は
こ
れ
か
ら
も
、
お
客

さ
ま
の
経
営
課
題
を
解
決
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
創
り
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
※
１
）Ｌ
Ｍ
Ｓ
と
は
『
Ｌｅａｒｎ
ｉｎｇ   

Ｍａｎａｇ
ｅｍｅｎｔ  

Ｓｙ
ｓｔ

ｅｍ
』の
略
で
す
。

（
※
２
）
費
用
は
選
ん
だ
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と
量
に
よ
っ
て
変
動
し
ま

す
の
で
、当
社
営
業
ま
で
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

コンテンツ提供

採用業務支援

①インターン生集客サービス
　『インターンバス』

インターン生を募集するために綿密
な取材を行い、紙面＆Webでハイブ
リッド展開。

②量より質の人材紹介
　『らしく』

主体性をもって行って頂く業務や事
業成長に必要と思える方のみをご
紹介するので定着率高いことが強
みです。

③人的資本戦略に寄り添った
　『採用担当者/採用面接実践研修』

求職者が企業を見るときの『4つの視
点』を理解して、求職者と接すること
ができるようになるトレーニングです。

人事評価・人材配置業務支援

①インソースのコンサル集団による
　『評価制度構築支援サービス』

制度設計に限らず、付随する人材育成・体
制や仕組みづくりに関するお悩みについ
ても、あらゆる視点で考え、ご提案します。

②今の評価シートのそのまま再現
　『評価シートWeb化サービス』

評価シートの見た目と運用方法は維持
したままシステム化を実現することで運
用改善を成功に導きます。

③インソースのロングセラー
　『評価者研修』『被評価者研修』

上司と部下が互いに敬意とモチベーショ
ンを保ちながら成長する秘訣が詰まって
います。

④53の機能が使いやすい
　『かんたんタレマネWEBinsource人事管理』

従業員管理だけではなく、人事部門の業
務の効率化も実現できます。

人材教育業務支援

①4,700種の研修をもとにカスタマイズ
　『講師派遣研修』

インソースの歴史ともいえるサービス
です。コンテンツ制作者120人が『世界
に１つだけ』の研修をお客様に提供。

②最新400種のeラーニングが受け放題
　『eラーニングシステム　STUDIO』

最新のDXコンテンツから、社会人に必
要なマナー研修まで明日から役に立つ
コンテンツが受け放題です。

③教育を知り尽くしたコンサルタントによる
　『教育体系構築支援サービス』

インソースの執行役員経験者が経営者
インタビューを実施したうえで従業員が
納得する教育体系を構築します。

④あるべき姿に足りないものがわかる
　『階層別アセスメント』

さまざまな階層に向けたアセスメントを
用意しています。もちろんお客さま向け
にカスタマイズも実施しています。

管理用プラットフォーム

LeafはLMSとして研修やeラーニングの実施支援ができるだけではなく、お客さまとのプロジェクト管理やア
セスメントの実施、あるいは評価シートの運用まで可能な多機能人事支援システムです（機能数は171種！）。
また、このLeafのコミュニケーションボードなどを利用して、お客さま内におけるプロジェクト運用にも活用い
ただけます。※２

履歴蓄積やシステム上でのコンテンツの提供

※1 2025年5月末時点
※2 Leafを活用した事務局代行サービスもございます

アクティブユーザー450万人以上※1を誇る日本最大規模のLMS『Leaf（リーフ）』の提供



ENERGYパートナー
インソース

～ 人的資本経営推進企業に贈るロイヤリティプログラム ～

1年間のご利用金額に応じて、翌1年間に利用できる特典を進呈します。
※本サービスは予告なく内容の変更をさせていただく場合があります、あらかじめご了承ください

サービス内容 最新情報・詳細はこちら

特典

1
動画教材レンタルプラン 無料ご招待
株式会社インソース主催かつ商品単価3,960円（定価）までの動画教材レンタルプランに限
りご使用いただけます。視聴期間は、最短1週間～最長４週間の範囲でお選びいただけます。

2
公開講座 無料受講ご招待
株式会社インソース主催、株式会社インソース・ミテモ株式会社共催かつ30,500円(定価)以
下の公開講座に限りご使用いただけます。

特典有効期間内、毎月自動で割引が適用されます。3  WEBinsource人事管理システム 利用料の月額割引

年間ステージ別特典一例

集計対象期間における
1年間のご利用額ステージ

動画教材レンタルプラン
無料ご招待

最大 名様200
（792,000円相当）

最大 名様100
（396,000円相当）

最大 名様20
（79,200円相当）

公開講座 受講
無料ご招待

最大 名様10
（305,000円相当）

最大 名様5
（152,500円相当）

最大 名様1
（30,500円相当）

WEBinsource人事管理
システム利用料 月額割引

特典1 特典2 特典3

年間
最大 万円相当33

（月額利用料から自動割引）

年間
最大 万円相当9.9

（月額利用料から自動割引）

年間
最大 万円相当16.5

（月額利用料から自動割引）

プレミアム
PREMIUM

1,000万円以上

500万円以上～1,000万円未満
プラチナ

PLATINUM

100万円以上～500万円未満
ゴールド
GOLD

※特典のご利用にはWEBinsourceの会員登録（無料）が必要です　※自組織のステージ・特典はWEBinsourceよりご確認いただけます　※2025年7月末時点の特典情報です

　2025年5月より、インソースグループでは人的資本経営推進企業に贈るロイヤリティ
プログラム「インソース ENERGY パートナー」を開始いたしました。
　本サービスでは、年間のご利用実績に応じて様々なロイヤリティ( 特典 ) を進呈
します。ロイヤリティをご利用いただくことで、お客さまのさらなる組織力向上、ひいて
は社会課題の解決やあらゆる組織と人の発展に寄与することを目指しています。



企業が抱える

お悩みＱ＆Ａ
企業の現場からよくあがるお悩みについて、

解決策をご紹介します。

Q.1
　
課
長
ク
ラ
ス
く
ら
い
ま
で

は
、ど
う
し
て
も
自
部
門
に

閉
じ
た
成
果
の
向
上
や
最
適

化
に
意
識
が
向
か
い
が
ち
で

す
。こ
れ
ら
の
層
に
対
し
、全

社
視
点
で
課
題
を
捉
え
、全

体
最
適
を
意
識
し
た
解
決
策

を
考
え
る
習
慣
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
組
織
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
組
み
、そ
こ

で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経
験
を

持
た
せ
る
こ
と
で
、一
つ
上

の
視
座
を
持
た
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 縦

割
り
組
織
に
よ
る

他
部
署
と
の

連
携
不
足
を
解
消
し
た
い

A
全
体
最
適
化
を
意
識
し
︑

横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

運
営
や
情
報
共
有
を
行
う

Q.2
　
業
務
効
率
化
と
は「
ム
リ
・

ム
ダ
・
ム
ラ
」を
な
く
し
生
産

性
を
高
め
る
取
り
組
み
で

す
。重
複
し
た
作
業
や
手
待

ち
、非
効
率
な
や
り
と
り
等

の
ム
ダ
を
省
き
、業
務
プ
ロ

セ
ス
の
見
直
す
こ
と
で
、時

間
と
リ
ソ
ー
ス
の
最
適
化
が

可
能
に
な
り
ま
す
。一
方
で
、

丁
寧
な
仕
事
、思
考
の
時
間
、

効
果
的
な
対
話
は
削
ら
な
い

こ
と
が
肝
心
で
す
。

　
こ
れ
ら
を
守
り
つ
つ
組
織

全
体
で
改
善
に
取
り
組
む
こ

と
で
、品
質
を
維
持
し
た
真

の
生
産
性
向
上
が
実
現
し
ま

す
。

会
議
や
調
整
が
多
く
︑

効
率
を
高
め
た
い

A
業
務
フ
ロ
ー
の
可
視
化
で

無
駄
を
洗
い
出
し
︑

仕
組
み
で
改
善

ソリューション事例

〈ワークショップ〉理念浸透ワークショップ（半日間）
自部署の現状を把握し、組織全体として働きかけるための
組織改革を考える

■

ソリューション事例

〈コンサルティング〉AI・RPA導入支援サービス
デジタルを活用した職場単位での業務効率化を大掛かり
なシステム導入無しで進める

■



Q.5
　
仕
事
へ
の
行
き
詰
ま
り
を

解
消
す
る
た
め
、長
年
の
経

験
を
生
か
し
、プ
ロ
と
し
て

組
織
で
活
躍
す
る
こ
と
を
自

身
の
使
命
と
し
て
意
識
さ
せ

ま
す
。

　
ま
た
、中
堅
層
は
現
場
と

経
営
を
つ
な
ぐ
推
進
役
と
し

て
重
要
な
存
在
で
す
。挑
戦

機
会
の
提
供
や
裁
量
の
拡
大

を
通
じ
て
、ス
キ
ル
に
長
け

た
中
堅
社
員
で
あ
る
か
ら
こ

そ
発
揮
で
き
る
役
割
を
見
出

し
、組
織
内
で
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

非
管
理
職
の
ベ
テ
ラ
ン

中
堅
社
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
た
い 

A
使
命
感
を
意
識
さ
せ
て

チ
ー
ム
へ
の
貢
献
意
識
を

醸
成
さ
せ
る

Q.4
　

Ｌ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

大
規
模
組
織
の
従
業
員
へ
の

教
育
を
提
供
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
加
え
、

業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
内
製
化

し
た
研
修
コ
ン
テ
ン
ツ
も
一

律
に
配
信
で
き
る
た
め
、教
育

の
質
と
均
一
性
を
確
保
で
き

ま
す
。ま
た
、人
事
担
当
者
は

進
捗
管
理
や
コ
ン
テ
ン
ツ
更

新
を
一
元
化
で
き
、従
来
の
手

作
業
に
比
べ
て
作
業
負
担
を

大
幅
に
軽
減
で
き
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
も
含
め
る
と

か
な
り
の
人
数
に
な
る

従
業
員
に

教
育
を
提
供
し
た
い 

A
Ｌ
Ｍ
Ｓ
を
活
用
し
︑

従
業
員
に
一
律
で
教
育
を

提
供
す
る

Q.3
　
新
規
事
業
に
挑
戦
す
る
う

え
で
は
、環
境
変
化
を
捉
え
、

速
や
か
に
形
に
し
て
世
に
問

う
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
が

「
ア
ジ
ャ
イ
ル
思
考
」で
す
。

完
璧
な
計
画
を
立
て
て
か
ら

実
行
に
移
す
習
慣
か
ら
脱
却

し
、小
規
模
な
試
行
を
繰
り

返
し
な
が
ら
顧
客
か
ら
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
反
映

し
、漸
進
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。そ
の
カ
ギ
を

握
る
の
が
、ス
ピ
ー
デ
ィ
な

意
思
決
定
と
、そ
の
権
限
の

現
場
へ
の
委
譲
で
す
。

新
規
事
業
開
発
の

進
み
が
遅
い
ま
た
は

尻
す
ぼ
み
に
な
り
が
ち

A
環
境
変
化
を
敏
感
に
捉
え
て
︑

ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を

繰
り
返
し
な
が
ら
挑
戦
す
る

ソリューション事例

〈公開講座〉変化の時代の初級管理職研修～不確実性の中
で柔軟に計画を遂行する（１日間）
変化を前提とした新しいマネジメント手法を学び、スピー
ディな意思決定に活かす

■

ソリューション事例

〈公開講座〉オーナーシップ研修（ベテラン向け）～組織に対す
る当事者意識を高め、率先力を身につける（１日間）
ベテランとして必要なオーナーシップについて考え、使命感
を持ってチームに貢献する

■

ソリューション事例

〈ITサービス〉Leaf Lightning
ｅラーニングの提供や視聴管理、研修案内など研修管理を
一括で行うシステム

■
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Q.7
　
長
年
の
経
験
が
あ
る
シ
ニ

ア
人
材
に
は
、業
務
の
問
題

を
分
析
し
、自
身
の
知
見
を

生
か
し
て
解
決
策
を
導
く
社

内
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

の
役
割
を
提
供
す
る
こ
と

で
、組
織
へ
の
貢
献
度
を
高

め
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル

習
得
の
た
め
の
リ
ス
キ
リ
ン

グ
機
会
を
積
極
的
に
提
供

し
、業
務
範
囲
を
広
げ
る
こ

と
も
必
要
で
す
。

シ
ニ
ア
人
材
が

活
躍
で
き
る
新
た
な

ポ
ス
ト
を
創
出
し
た
い

A
社
内
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

活
躍
の
場
を
提
供
す
る

Q.6
　
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
に

は
、管
理
職
へ
の
抵
抗
感
を
払

拭
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
じ
て
管

理
職
に
な
る
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
を
理
解
し
、管
理
職
へ
の

ハ
ー
ド
ル
を
軽
減
し
ま
す
。

　
あ
り
た
い
姿
を
描
き
、管

理
職
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
把

握
し
て
段
階
的
に
習
得
す
る

こ
と
を
意
識
し
、自
信
に
つ

な
げ
て
意
欲
を
高
め
て
い
き

ま
す
。

管
理
職
に
な
り
た
が
ら
な
い

社
員
が
増
え
て
い
る
こ
と

へ
の
対
策
を
考
え
た
い

A
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
を
描
き
︑

不
足
す
る
ス
キ
ル
を
習
得
す
る

こ
と
で
管
理
職
へ
の
不
安
を
軽
減

Q.8
　
パ
ワ
ハ
ラ
対
策
が
義
務
化

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
の
制
度
や
知

識
提
供
は
整
備
さ
れ
て
い
る

一
方
で
、個
人
の
理
解
度
に

は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
は

避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
起
こ
り

う
る
リ
ス
ク
を
洗
い
出
し
、

組
織
の
傾
向
を
把
握
す
る
こ

と
で
、組
織
課
題
に
合
わ
せ

た
対
策
を
講
じ
、組
織
の
健

全
化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
︑

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る

世
代
間
の
意
識
格
差
を

解
消
し
た
い

A
起
こ
り
う
る
リ
ス
ク
を

洗
い
出
し
︑リ
ス
ク
へ
の

対
処
方
法
を
策
定
す
る

ソリューション事例

〈講師派遣型研修〉ベテラン向け仕事の進め方研修～社内
コンサルタントとして活躍する（１日間）
分析力やデジタルスキルを習得し、新たなチャレンジで組
織に貢献する

■

ソリューション事例

〈アセスメント〉ハラスメント リスク アセスメント
匿名アセスメントで、組織に潜むハラスメントリスクを可視
化・数値化する

■

ソリューション事例

〈講師派遣型研修〉キャリア意識向上研修～マネージャー
を目指す人を増やす（１日間）
マネージャーのやりがいを理解し、マネージャーへのキャ
リアロードを考える

■
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多様性を力にして
成長し続けるインソース
グループの力を結集し、
成長し続けます

理
論
と
実
践
を

融
合
さ
せ
る

イ
ン
ソ
ー
ス
総
合
研
究
所

第
十
回

開
か
れ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

イ
ン
ソ
ー
ス
グ
ル
ー
プ
の

調
査
研
究
機
関

卓
越
し
た
価
値
の
創
造
と

社
会
実
装
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

Ｉ
Ｒ
Ｉ
は
開
か
れ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
目
指
し
て
い
ま
す
。社
外
に
客
員
研

究
員
を
擁
し
、
ま
た
調
査
機
関
と
の
共
同

調
査
研
究
も
進
め
て
い
き
ま
す
。大
学
と

連
携
し
て
経
営
学
や
ア
ー
ト
・
デ
ザ
イ
ン

な
ど
の
学
術
的
・
先
見
的
知
見
を
ビ
ジ
ネ

ス
へ
取
り
入
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
経
営
戦

略
や
人
的
資
本
領
域
の
名
著
を
教
材
と
し

た
研
修
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
人
的
資
本
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
分

野
で
の
研
究
会
や
勉
強
会
も
開
催
し
て
ま

い
り
ま
す
。調
査
研
究
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の
み
な
ら
ず
、研
究
会
、勉
強
会
に
つ

い
て
も
是
非
お
問
合
せ
下
さ
い
。

イ
ン
ソ
ー
ス
総
合
研
究
所（
Ｉ
Ｒ
Ｉ
）は

イ
ン
ソ
ー
ス
グ
ル
ー
プ
の
調
査
研
究
機
関

と
し
て
、
２
０
２
５
年
４
月
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。Ｉ
Ｒ
Ｉ
は「
卓
越
し
た
価
値
の
創

造
と
社
会
実
装
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
、
主
要
事
業
は
調
査
・

研
究
事
業
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
、大

学
連
携
講
座
、
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
で
す
。

調
査
・
研
究
事
業
で
は
「
シ
ニ
ア
人
材

の
活
用
促
進
」の
よ
う
に
、人
的
資
本
に
関

す
る
実
践
的
テ
ー
マ
を
設
定
し
、定
量
的
・

定
性
的
手
法
に
よ
る
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。

info_tokyo@insource.co.jp
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